
3.3.3.1.

古代哲学 (理念の知)

3.3.3.1.1.

ギリシア哲学 (理念の意

識)

3.3.3.1.1.1.
タレスからアナクサゴラ
スまで(普遍的原理)

3.3.3.1.1.1.1.
タレスからヘラクレ
イトスまで (直接的な

もの)

3.3.3.1.1.1.2.
レウキッポスからエ
ンペドクレスまで (物

質的存在)

3.3.3.1.1.1.3.
アナクサゴラス (思
惟、ヌース)

3.3.3.1.1.2.
ソフィストからソクラテ
ス学派まで(内面性)

3.3.3.1.1.2.1.
ソフィスト (確信)

3.3.3.1.1.2.2.
ソクラテス (善)

3.3.3.1.1.2.3.
ソクラテス学派 (規
定された善)

3.3.3.1.1.3.
プラトンとアリストテレ

ス(客観的理念)

3.3.3.1.1.3.1.
プラトン (理念一般)

3.3.3.1.1.3.2.
アリストテレス (規
定された理念)

3.3.3.1.2.

ヘレニズム (自己意識とし

ての理念)

3.3.3.1.2.1.
ストア派 (思考の基準)

3.3.3.1.2.2.
エピクロス (感覚の基準)

3.3.3.1.2.3.
懐疑派 (あらゆる基準に反

対)

3.3.3.1.2.3.1.
新アカデメイア派

(蓋然性)

3.3.3.1.2.3.2.
ピュロン、ティモ
ン、アイネシデモス

3.3.3.1.2.3.3.
折衷主義 (キケ

ロ、セクストス・エン
ペイリコス)

3.3.3.1.3.

新プラトン主義者 (具体

的、方法的理念)

3.3.3.1.3.1.
フィロン (旧約聖書とロゴ

ス)

3.3.3.1.3.2.
カバラ、グノーシス派 (神

学的な試み)

3.3.3.1.3.3.
アレクサンドリア哲学

3.3.3.1.3.3.1.
アンモニオス・サッ
カスとプロティノス

3.3.3.1.3.3.2.
ポルピュリオスとイ
アンブリコス

3.3.3.1.3.3.3.
プロクロスと後継者

(三元的体系)
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